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イベント情報ピックアップ

　過去の改元時の様子を伝える資料と、元号
の歴史について展示します。

 ５月22日㈬～6月17日㈪、9時～19時
 もりおか歴史文化館（内丸）
 展示室入場料が必要
 同館☎681-2100
 1026364

▶ギャラリートーク
　学芸員の解説と共に館内展示を巡ります。

 ５月26日㈰13時半～14時半
 20人

▶れきぶんナイトミュージアム「改元と新元号」
　元号の歴史についてわかりやすく解説します。

 ６月13日㈭19時～20時
 50人
 窓口：当日18時半から　

もりおか歴史文化館
テーマ展「改元と新元号」

 中央卸売市場（羽場10）
 同市場☎614-1000　ファクス614-1020

▶卸売市場開放デー　青果せり見学ツアー
　９時からの市場開放前に、市場施設や流通
の仕組みを紹介します。食堂での朝食付きです。

 35人　  550円
 ６月15日㈯６時半～９時
 はがき・ファクス：〠020-8567（住所不

要）盛岡市中央卸売市場業務課へ送付、６月
７日㈮必着　  1017256
▶親子でめぐる市場体感ツアー2019
　模擬せり体験や冷凍庫の寒さ体験など、夏
休みの自由研究にぴったりのツアーです。

 ７月26日㈮・27日㈯・29日㈪・30日㈫・８
月１日㈭～３日㈯・５日㈪、５時40分～８時半

 各35人※小学生と親、子ども会など
 100円※朝食希望の場合は別途550円
 はがき：参加人数（大人・小学生別）と参加

希望日（第３希望まで）、朝食希望人数も明記。
６月７日㈮必着。締め切り後、定員に満たない
場合は中央卸売市場ホームページで７月９日
㈫まで再募集します

 1019747

　   　 中央卸売市場ホームページ→

市場を学ぼう！　楽しもう！チャグチャグ馬コを見に行こう！

　盛岡初夏の風物詩、チャグチャグ馬コをさ
らに楽しめるイベントを紹介します。

 観光交流課☎613-8391
▶チャグチャグ馬コ前祝祭
　チャグチャグ馬コとの写真撮影や民謡団体
による手踊りの披露。

  ６月２日㈰、9時～12時は盛岡駅滝の広
場、13時～16時はイオンモール盛岡（前潟四）
▶チャグチャグ馬コてくてくツアー
　市内の馬具店やチャグチャグ馬コのパレー
ドを、盛岡ふるさとガイドが案内します。

 6月８日㈯11時半～14時
 盛岡駅滝の広場～中津川
 30人　  1000円
 申込方法など詳しくはお問い合わせくださ

い。6月５日㈬16時まで

年ごとにつづられた盛岡藩家老席雑書 昨年のチャグチャグ馬コの様子

　知人の誘いで昨年６月に消防団に加入し、
家族からは消防団が趣味と言われるほど活動
に打ち込む茅根さん。「身内に消防団員がいた
ので抵抗なく入団しましたが、最初は活動の
幅の広さに驚きました。昼夜を問わず出動要
請がかかる活動を続けられるのは、やはり職場
と家庭の理解があってこそです」と自身の消
防団活動を振り返り、「第一分団の担当地区
である仙北かいわいでは、ここ数年大規模な

火災を出していないことが誇りです」と胸を張
っていました。消防団は地域防災の要である
と同時に、盛岡の祭りを支える屋台骨でもあ
ります。茅根さんは「大変なイメージが先行し
がちですが、水利点検や消防演習で披露する
はしご登りなど、消防団員でなければ体験で
きないことばかりで新鮮です。地域の人と交
流を広げられるのも消防団の魅力」とやりが
いを語ってくれました。
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第２回
地域活動やボランティア活動などで、まちづくりに関わる人たちを紹介します

防災と祭りを担う地域の屋台骨
市消防団第一分団　茅

ち の ね

根吉
よ し た か

隆さん（40）＝仙北二＝


